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秩父への道がこの地を通ってい

たと考えられる。本尊は木造千

手観音像、破損や後世の補修が

目立つが丈高い宝髻、肉付けの

良い面貌、痩身な体躯と装飾味

の勝った平板な着衣の表現等に

宋風の影響を加えた鎌倉様式な

ところが伺える。 


